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公益財団法人 漁船海難遺児育英会
〒101-0047 東京都千代田区内神田1-2-1 ダコタハウス５F
TEL：03（3518）6121 　 FAX : 03（3518）6122
E-mail : mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp
URL : http://www.jf-net.ne.jp/ikueikai
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　この法人は、国民が漁業に従事中海難等の災害により死亡・行方不明となった場合、又は漁船等の
海難救助活動に従事し、若しくは協力したため災害を受けて死亡・行方不明となった場合において、被災
者の子弟が経済的理由により修学困難なとき、これらの子弟に対する学資の給与、その他修学上必要な
事業を行い、もって社会有用の人材育成に資し、併せて漁業経営の安定に寄与することを目的とします。

（1）学資の給与
（2）入学・卒業の際の記念品の贈呈
（3）その他この事業の目的を達成するために必要な事業

　海難等の事故により死亡・行方不明になられた者の収入によって、生計を維持していた子弟（被災
者の死亡後出生した者を含む）で、次に該当する者を対象とします。（年齢制限あり）
（1）学校教育法第１条に規定する学校〔幼稚園・小学校・中学校・高等学校・高等専門学校・大学・

特別支援学校〕に在学（園）する者及び同法第 125 条の 2 及び 3 に規定する専修学校（修業年
限 2 年以上の高等課程及び専門課程）に在学する者

（2）児童福祉法第 39 条に規定する保育所又は就学前の子どもに関する教育保育等の総合的な提
供の推進に関する法律（平成 18 年法律第 77 号）第 2 条に規定する認定こども園に在所（園）
する者

■学資給与事業
幼 児 給 与 金：月額 12,000 円　幼稚園・保育所・認定こども園に在園（所）する３歳・４歳・５歳児
小 学 生 給 与 金：月額 13,000 円　小学校に在学する者
中 学 生 給 与 金：月額 24,000 円　中学校に在学する者
高校生等給与金：月額 30,000 円　高等学校（専攻科を含む）、高等専門学校、専修学校（修業

年限２年以上の高等課程）又は特別支援学校の幼稚部・小学部・中学部・高等部に在学する者
大学生等給与金：月額 50,000 円　大学院、大学、短期大学又は専修学校（修業年限２年以上の

専門課程）に在学する者
入学・卒業記念品の贈呈

小学校に入学した者：70,000円 ／ 中学校に入学した者：50,000 円
中学校を卒業した者：70,000円（ただし、就業する者）／高等学校等に入学した者：50,000 円
大学、専門学校等に入学した者：150,000 円

■その他育英に必要な事業
＊機関紙「育英会だより」年４回発行　＊「奨学生・保護者交流活動（ふれあい旅行）」実施
＊「漁船海難遺児と母の文集」発行　 ＊その他調査・普及事業

漁船海難遺児育英会は２０２０年（令和２年）１０月に設立５０周年を迎えました。
これもひとえに、長年にわたる皆さま方の温かいご支援並びにご協力の賜物と感謝する
次第です。
　本育英会の事業の歩みを辿りますと、１９６５年（昭和４０年）１０月にマリアナ諸島アグリ
ガン海域において、カツオ釣漁船乗組員２０９名の犠牲者を出す海難事故が発生した
ことを契機に、これまで地域的に行われていた「漁船海難遺児を励ます運動」が全国的に
水産業界全体の総意となり、１９６９年（昭和４４年）にかけがえのない父親を亡くした遺児を
精神的・経済的に励ますことを目的として『漁船海難遺児を励ます全国協議会』が設立
され、さらに、翌１９７０年（昭和４５年）１０月２９日にその事業を具体的に推進するため、
当時の文部・農林両大臣の認可を得て、『漁船海難遺児育英会』が設立されました。
　本育英会の設立当初は、せめて給食費程度でもと、小・中学生に対する学資給与
制度からスタートしましたが、設立２０年にして長年の念願であった幼児から大学生までの
一貫した育英制度が確立され、現在では全ての対象が返済を伴なわない学資給与事業へ
一本化されるなど、その内容も格段に充実することができました。
　本育英会は設立５０周年の節目を迎えましたが、今後もこれまでの歩みのように
地道な努力を続けるとともに、育英制度の一層の充実と育英事業の安定的な継続を
図って参ります。
　最後に、これまで賜りました数々の温かいご支援に重ねて厚く御礼申し上げますと
ともに、海難事故のない時代が来ることを切に願いご挨拶と致します。

　公益財団法人漁船海難遺児育英会が、ここに設立５０周年を迎えられたことを、
心からお慶び申し上げます。
　顧みますと、漁船海難遺児を経済的、精神的に励ますための育英事業の実現と、
具体的に運動を推進する母体となる財団の設立を願い、昭和４４年に「漁船海難遺児を
励ます全国協議会」が設置されてから５１年の歳月が経過いたしました。
　ＪＦグループとオール水産の総力を得てスタートしたこの全国協議会の活動は、各都
道府県協議会の多大なるご協力のもと、漁船海難遺児の実態把握に始まり、これに
基づく財団設立に向けた基盤づくり、「漁協組合員、漁協婦人部員一人１００円、３ヵ年
募金」の目標を掲げた第１期募金運動へと発展いたしました。
　以降、この地道な募金運動は、「協同組合運動の原点」との認識に支えられ、これ
まで９期にわたり実施しておりますが、こうした募金運動により、育英会の財政基盤の
強化が図られるとともに、育英事業の存在意義を広く国民の皆様にご理解いただくことに
繋がりました。全国の皆様から寄せられた多くのご厚志とご支援、関係各位の運動
推進への並々ならぬご尽力に対し改めまして深く感謝を申し上げます。
　漁船海難遺児育英会の事業は、漁業にたずさわる者に人命の尊さを教え、漁業に
殉じた仲間が遺した子供等を、自分たちの手で励ます自主運動としての誇りを与える
ものであり、設立５０周年を節目とし、育英事業の一層の充実発展をご祈念申し上げる
ものであります。私どもも微力ではありますが、漁業者の操業安全と福祉の向上に、
今後も努力を続けてまいりたいと存じます。
　皆様の一層のご理解とご支援をお願い申し上げ、お祝いの言葉といたします。

漁船海難遺児育英会について公益財団法人　漁船海難遺児育英会

理事長　鈴 木 俊 一

漁船海難遺児を励ます全国協議会

会 長　岸 　 宏

□■ 育英会の目的

□■ 事業の種類

□■ 対象者

□■ 事業の現状

漁船海難遺児
育英会

50th
漁船海難遺児
育英会

50thごあいさつ

設立50年を祝して
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□■ 育英会だより

□■ 漁船海難遺児と
　　母の文集

育英会活動のトピックス

□■ 遺児と保護者によるふれあい旅行

　育英会では、「水色の羽根募金」と
「励ましおじさん・おばさん募金」の募金活動を行っています。
　「水色の羽根募金」は、育英制度の一層の充実と育英事業の
安定的な継続を図るために、全国のＪＦグループを中心に水産
関係団体や会社、一般の方々など多くの皆様にご協力をいただ
いています。引き続き、広報活動や各種イベントへの参加などを
通じて、募金活動を推進します。
　また、自動販売機における寄附のご協力などもいただいて
おります。
　「励ましおじさん・おばさん募金」は、あらかじめ金額・期間
などを設定し、定期的にご支援をいただく制度です。

□■ 募金活動

　1970 年（ 昭和45年）10月に
育英会が設立されて以来、「漁船
海難遺児と母の文集」は 5 年を
節目として、記念刊行されてきま
した。50周年を迎えての今回の
刊行で第10作目となります。
　この文集は「これ以上、海難遺児
を出さないで」との願いを込めて刊
行されています。寄せられた一人ひ
とりの作文を読み、愛する者を悲し
ませないように、漁業関係者はもち
ろんのこと、全ての人々が人命の尊
さを考えていただければ幸いです。

　2010 年（平成 22 年）から、育英会の普及指導事業の一環と
して、遺児と保護者（お母さん）による「ふれあい旅行」を開催
しています。回を重ねて、現在まで 9 回実施しました。この「ふれあい
旅行」を通じて、同じ境遇の子どもたちや保護者が交流すること
で、新たな創造性、協調性、自主性を
見いだすことができたらと思います。

　機関紙「育英会だより」は、1976 年（昭和 51年）8 月に創刊
されました。以後毎年四半期ごとに発行し、現在に至っています。
　主に事業や活動についての定期報告に加えて、奨学生や保護
者からの感謝のお便り、寄附者からの励ましのお言葉も紹介し、
紙面がいわば交流の広場ともなっています。また、「海の事故
ゼロキャンペーン」や随時タイムリーなトピックスも紹介して
います。やや固くなりがちな紙面を、なるべく読みやすく、分か
りやすくなるよう心がけています。

設立45周年

設立20 周年

設立50 周年

設立25 周年

設立40周年

設立15 周年

設立35 周年

設立10 周年

設立30 周年

設立5周年

漁船海難遺児
育英会

50th

各種イベントでの募金活動

自動販売機による寄附
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写真で見る
育英会の歩み

漁船海難遺児
育英会

50th

▲設立時1970年（昭和45年）、左：鈴木善幸理事長

▲お魚まつり（鹿児島）漁業振興大会 1982年（昭和57年）▲

▲第 1回チャリティーバザー（代々木公園）1984年（昭和59年）

▲鳥羽一郎氏に感謝状贈呈式2009年（平成21年）

▲ Fish-1グランプリ2016年（平成28年）

▲海づくり大会での募金活動1983年（昭和58年）

▲母親座談会1985年（昭和60年）

▲愛のチャリティーキャンペーン1992年（平成4年） ▲北見恭子 live 2008年（平成20年）

▲ 第1回ふれあい旅行2010年（平成22年）

▲ 第23回チャリティーゴルフ大会沖縄2015年（平成27年）

▲ ▲設立10 周年記念式典「全国のつどい」1980年（昭和55年）

▲設立20 周年記念式典「全国のつどい」1990年（平成2年）

▲

▲設立20 周年記念式典の翌日「遺児たちの都内見学」
　NHK にて 1990年（平成2年）

これからも 子どもたちの笑顔のために 活動してまいります。

▲機関紙「育英会だより」発刊 1976年（昭和51年）8月　

▲  「第1回漁船海難遺児を励ます写真コンクール」
　 1991年（平成3年）10月

▲「励ましおじさん・おばさん制度」発足
   1983年（昭和58年）11月 
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育英会50年の歴史（１） 育英会50年の歴史（2）

西暦 （元号） 月 主な動き

1970年 （昭和	45年） 	 8月 財団法人設立準備会（9月・設立発起人会）設置 		3月　日本万国博覧会（大阪）開催

	10月 文部・農林両大臣、財団法人漁船海難遺児育英会設立を許可
中学生及び小学生を対象に学資給与を開始。中学生月額1,000円、小学
生月額500円

	12月 奨学生選考委員会開催（以降、四半期ごとに開催、現在に至る）
1971年 （昭和	46年） 	 2月 全国育英事業事務担当者会議開催（以降、平成20年度まで定期的に開

催）
		4月　ソビエト連邦、世界初の宇宙ステーション・サリュート
　　	 		1号打ち上

	 4月 大蔵大臣から所得税法（特定寄附金）及び法人税法（指定寄附金）の寄附
金として指定を受ける（以降、昭和48年度まで指定期間延長）

  6月　中央教育審議会、昭和46年の答申により学校教育
          全般にわたる包括的な改革整備の施策を提言

学資給与の対象に高校生を加える。月額2,000円
小学校入学記念品贈呈、1人1,000円を開始

1972年 （昭和	47年） 	 4月 日本自転車振興会より補助金交付される（以降、昭和51年度まで継続） 		2月　札幌オリンピック開催（アジア初の冬季五輪）

1974年 （昭和	49年） 	 4月 寄附行為第4条に「奨学金の貸与」を加え、高校生を学資給与の対象から
奨学金貸与に移す。月額3,000円（但し、昭和49年度高校入学者から適
用）

		2月　小野田さんルバング島から帰還

	 7月 「漁船海難遺児奨学生家庭調査報告書」調査公表（漁船海難遺児を励ま
す全国協議会と共同事業）

10月　巨人の長嶋選手現役引退

	11月 所得税法施行令及び法人税法施行令に掲げる試験研究法人に該当する
証明を受ける（以降、昭和63年11月まで2年ごとに認定延長）

1975年 （昭和	50年） 	10月 育英会設立5周年記念、漁船海難遺児とお母さんの文集「だっこしてもらい
たかった」発刊

		1月　沖縄国際海洋博覧会開催

1976年 （昭和	51年） 	 4月 学資給与金、中学生の月額1,000円を1,500円に、小学生の月額500円
を1,000円に増額

		7月　モントリオール五輪開催（体操男子団体が5連勝）

小学校入学記念品贈呈額1,000円を2,000円に増額
	 7月 「つつましい高校生活」調査公表
	 8月 機関紙「育英会だより」発刊（以降、四半期ごとに発刊、現在に至る）

1977年 （昭和	52年） 	 7月 「漁船海難遺族の母・子とそのくらし」調査公表 		9月　王貞治、756号本塁打世界新記録達成

1978年 （昭和	53年） 	 2月 漁船海難遺児・母の願い「漁船海難・労災事故をなくそう」公表 		5月　新東京国際空港(成田)開港

	 4月 小学校入学記念品贈呈額2,000円を5,000円に増額
奨学貸与金、月額3,000円を5,000円に、及び理事長が認める者には月額
7,000円に増額

1979年 （昭和	54年） 	 4月 学資給与金、中学生の月額1,500円を2,500円に、小学生の月額1,000
円を2,000円に増額

		7月　第二次オイルショック

小学校入学記念品贈呈額5,000円を15,000円に増額
（財）日本船舶振興会より、学資給与金に対して補助金交付される（以降、平
成17年度まで継続）

	10月 国際児童年記念「漁船海難遺族のくらしと教育環境」調査公表
1980年 （昭和	55年） 	 4月 学資給与の対象に幼児（幼稚園・保育所の4・5歳児）を加える。月額3,000

円
学資給与金、中学生の月額2,500円を3,500円に、小学生の月額2,000
円を3,000円に増額

ゆとり教育開始（以降1992年度、2002年度に学習指導
要領の改訂・実施）

小学校入学記念品贈呈額15,000円を30,000円に増額
奨学貸与金、月額5,000円または7,000円を10,000円に増額（但し、昭和
55年度高校入学者から適用）

	 5月 基金造成国庫補助金3億円交付される 		5月　「影武者」（黒沢明監督）カンヌでグランプリ獲得

	 8月 設立10周年記念「全国交流の夕べ」を国立オリンピック記念青少年総合セ
ンターにおいて開催

		7月　自民党圧勝・鈴木善幸内閣誕生

皇太子殿下、同妃殿下の行啓を仰ぎ、育英会設立10周年記念「漁船海難
遺児を励ます全国のつどい」を国立オリンピック記念青少年総合センターに
おいて開催

	 9月 「漁船海難遺族生活実態調査委員会」発足、初年度調査開始（以降、平成
16年度まで継続、定期的に調査公表）

	10月 育英会設立10周年記念、漁船海難遺児と母の文集「母さんの光る汗」発
刊
映画「あしたの海」「全国のつどい」試写会

1981年 （昭和	56年） 	 4月 高等学校の範囲に、修業年数2年以上の専修学校を加え、高等専門学校
在学者の奨学金貸与期間を5年まで延長
奨学貸与金に入学一時金1人100,000円を加える 		7月　チャールズ皇太子	ダイアナ妃	ご結婚

	 5月 「漁船海難遺児を励ます運動10年の歩み」発刊
1982年 （昭和	57年） 	 2月 「卒業奨学生の生活実態調査報告」調査公表

	 4月 学資給与金、中学生の月額3,500円を4,500円に、小学生・幼児の月額
3,000円を4,000円に増額

		4月　スペースシャトル	コロンビアが打ち上げ成功

「褒章条例に関する内規」第2条による公益団体に認定される（以降、平成
26年4月まで3年ごとに認定延長、現在に至る）

10月　ソニーが世界初のCDプレーヤー発売

西暦 （元号） 月 主な動き

1983年 （昭和	58年） 	 4月 学資給与金、中学生の月額4,500円を5,500円に増額 		4月　東京ディズニーランド開園

	11月 「励ましおじさん・おばさん制度」発足 		7月　任天堂「ファミリーコンピュータ」（ファミコン）発売

1984年 （昭和	59年） 	 4月 学資給与金、中学生の月額5,500円を6,000円に、小学生・幼児の月額
4,000円を4,500円に増額

	11月 「漁船海難遺族の母・子のくらし」調査公表
	12月 朝日新聞東京厚生文化事業団より中学校入学祝金として補助金交付される

（以降、平成3年度まで継続。但し、昭和62年度は中断）
11月　1万円（福澤諭吉）・5千円（新渡戸稲造）・
　　　千円（夏目漱石）の新札発行

1985年 （昭和	60年） 	 3月 母親座談会開催（以降、平成元年度まで全6回開催） 		3月　国際科学技術博覧会「科学万博－つくば	'85」開催

	 4月 学資給与の対象に、幼児の3歳児を加え、及び盲学校・聾学校・養護学校の
高等部在学者を奨学金貸与の対象から移す
学資給与金、小学生・幼児の月額4,500円を5,000円に増額 		8月　日航ジャンボ機墜落事故

中学校入学記念品贈呈1人10,000円を開始
奨学貸与金、月額10,000円を15,000円に増額（但し、昭和60年度高校
等入学者から適用）

		8月　日本人初の宇宙飛行士誕生（土井隆雄、内藤千秋、　　
　　			毛利衛）

	10月 育英会設立15周年記念、漁船海難遺児と母の文集「父さん、大きくなった
よ」発刊
育英会設立15周年記念「漁船海難遺族のくらしとその環境」（漁船海難遺
族生活実態調査5年間のまとめ）公表

1986年 （昭和	61年） 	 4月 学資給与金、中学生の月額6,000円を7,000円に増額 		4月　チェルノブイリ原発事故

1987年 （昭和	62年 	 4月 学資給与金、小学生・幼児の月額5,000円を6,000円に増額 		2月　バブル景気がスタート

1988年 （昭和	63年） 	 4月 学資給与金、中学生の月額7,000円を8,000円に増額 		3月　世界最長の青函トンネル（58.85km）開通

	11月 所得税法施行令及び法人税法施行令に掲げる「試験研究法人」が「特定公
益増進法人」に改称される（以降、平成24年11月まで2年ごとに認定延長、
現在に至る）

		3月　東京ドームオープン

1989年 （平成	元年） 	 4月 奨学貸与金、月額15,000円を20,000円に増額（但し、平成元年度高校
等入学者から適用）

		1月　昭和天皇崩御	「平成」に改元	

	12月 「漁船海難遺族の母・子のくらし」調査公表 		4月　消費税3％導入

1990年 （平成	2年） 	 4月 奨学金貸与の対象に大学生等を加える。月額40,000円、及び入学一時
金400,000円以内

		6月　礼宮文仁親王が川嶋紀子さんとご結婚、秋篠宮家を
　　		　創設

（財）日本船舶振興会より、従来の学資給与金（幼児から中学生まで）に加え
て大学等奨学貸与金に対して補助金交付される（以降、平成12年度まで継
続）

	 8月 設立20周年記念「全国交流の夕べ」を国立オリンピック記念青少年総合セ
ンターにおいて開催
皇太子殿下の行啓を仰ぎ、育英会設立20周年記念「漁船海難遺児を励ま
す全国のつどい」を国立オリンピック記念青少年総合センターにおいて開催
育英会設立20周年記念、漁船海難遺児と母の文集「お母ちゃん、お父ちゃ
ん買って」発刊
「サンケイ福祉の船」（産経新聞東京本社主催）に本会奨学生参加（小学校
5、6年の希望者対象。以降、平成18年度まで継続）

1991年 （平成	3年） 	 3月 海難遺児漁業従事者等座談会開催（以降、平成4年度まで全3回開催） 国立大学授業料375,600円に
	 4月 学資給与金、中学生の月額8,000円を10,000円に、小学生・幼児の月額

6,000円を8,000円に増額
中学校入学記念品贈呈額10,000円を20,000円に増額

	 7月 高校等、大学等進学予定者の貸与奨学生予約採用制度を開始
	10月 「漁船海難遺児を励ます写真コンクール」を実施（以降、「漁船海難遺児を励

ます『海と子供』の写真コンテスト」に改称し、平成13年度まで全9回実施）
12月　ソビエト連邦崩壊

1993年 （平成	5年） 	 3月 育英事業事務担当者ブロック会議開催（以降、平成8年度まで全5回開催） 国立大学授業料411,600円に
1994年 （平成	6年） 	 4月 学資給与の対象に高校生等を加える。月額12,000円 		5月　ネルソン・マンデラ、南アで黒人初の大統領に

学資給与金、中学生の月額10,000円を12,000円に、小学生・幼児の月額
8,000円を10,000円に増額
小学校入学記念品贈呈額30,000円を50,000円に、中学校入学記念品
贈呈額20,000円を30,000円に増額

		9月　関西国際空港開港

中学校卒業記念品贈呈、1人50,000円を開始
奨学貸与金、大学生等の月額40,000円を50,000円に、及び入学一時金
400,000円以内を500,000円以内に増額（但し、平成6年度大学等入学
者から適用）、高校生等の月額20,000円を15,000円に改定

11月　海洋法に関する国際連合条約で排他的経済水域が
　　　設定

（財）日本船舶振興会より、従来の学資給与金（幼児から中学生まで）及び大
学等奨学貸与金に加えて、高校等学資給与金に対して補助金交付される（以
降、平成17年度まで継続）

	 6月 「漁船海難遺族の暮しとその環境」（漁船海難遺族生活実態調査5年間の
まとめ）公表

1995年 （平成	7年） 	11月 育英会設立25周年記念、漁船海難遺児と母の文集「お父さん、いっしょに
帰ろう」発刊

国立大学授業料447,600円に

1996年 （平成	8年） 	 3月 「漁船海難遺族の母と子のくらし」調査公表 		2月　羽生善治将棋タイトル七冠独占

漁船海難遺児
育英会

50th
漁船海難遺児
育英会

50th
日本および世界の主な出来事 日本および世界の主な出来事
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西暦 （元号） 月 主な動き

2000年 （平成	12年） 	 6月 学資給与金、高校生等の月額12,000円を17,000円に、中学生の月額
12,000円を15,000円に、小学生の月額10,000円を12,000円に、幼児の
月額10,000円を11,000円に増額し、4月1日に遡及して適用

		7月　九州・沖縄サミット開催
		9月　シドニーオリンピック開催

2001年 （平成	13年） 	 8月 育英会設立30周年記念、漁船海難遺児と母の文集「いつか逢おうよ、父
ちゃん」発刊

国立大学授業料496,800円に

2002年 （平成	14年） 	 3月 ホームページ開設 		5月　FIFAワールドカップ日韓大会開催
									日本ベスト１６

	11月 メールアドレス設定 10月　拉致被害者5名帰国

2005年 （平成	17年） 	 3月 「漁船海難遺族生活実態調査報告」（5年間のまとめ）公表 国立大学授業料535,800円に
2006年 （平成	18年） 	 1月 育英会設立35周年記念、漁船海難遺児と母の文集「メール　空まで届い

て欲しい」発刊
		2月　トリノオリンピック　荒川静香金メダル

2009年 （平成	21年） 	 4月 学資給与金、高校生等の月額17,000円を30,000円に、中学生の月額
15,000円を24,000円に、小学生の月額12,000円を13,000円に、幼児の
月額11,000円を12,000円に増額

		1月　バラク・オバマ氏　第44代米大統領に就任

高校等入学記念品贈呈、1人50,000円を開始 		8月　第４５回衆院選において民主党圧勝、政権交代

小学校入学記念品贈呈額50,000円を70,000円に、中学校入学記念品
贈呈額30,000円を50,000円に増額
中学校卒業記念品贈呈額50,000円を70,000円に増額
奨学金貸与の高校等を廃止

2010年 （平成	22年） 	 7月 奨学生・保護者交流活動「信州八ヶ岳ふれあい旅行」を実施（7月30日～8
月1日）

		2月　バンクーバーオリンピック開催

	 8月 漁船海難遺児を励ます全国協議会と合同で漁船海難遺児を励ます地方協
議会・育英会事務担当者合同会議を開催（以降、必要年度に開催、現在に
至る）

		6月　「はやぶさ」地球に帰還

2011年 （平成	23年） 	 1月 育英会設立40周年記念、漁船海難遺児と母の文集「心の中のアルバム」
発刊

		3月　東日本大震災発生

	 3月 東日本大震災発生、大津波により800人以上の漁業者等が犠牲となったこ
とから、被災漁業者等の遺児を本会育英事業の対象とすることとし、奨学生
として採用

		7月　なでしこジャパン、サッカーＷ杯優勝

2012年 （平成	24年） 	 4月 「公益財団法人」への移行登記完了、「公益財団法人漁船海難遺児育英
会」となる

		7月　ロンドンオリンピック開催

	 5月 個人の寄附金に対する優遇措置として、内閣府より寄附金控除制度適用
（税額控除）の認可を得る

	 7月 奨学生・保護者交流活動「2012ふれあい旅行」を東京近郊において実施
（7月27日～29日）

2013年 （平成	25年） 	 7月 奨学生・保護者交流活動「2013ふれあい旅行」を山梨県山中湖周辺にお
いて実施（7月26日～28日）

		6月　富士山が世界文化遺産に登録
		9月　2020年夏季五輪・パラリンピック、東京開催決定

2014年 （平成	26年） 	 8月 奨学生・保護者交流活動「2014ふれあい旅行」を栃木県那須高原周辺に
おいて実施（8月1日～3日）

		2月　ソチオリンピック開幕　フィギュアスケート男子
　　　	羽生結弦が日本人初の金メダルを獲得

2015年 （平成	27年） 	 7月 奨学生・保護者交流活動「2015ふれあい旅行」を静岡県掛川市において
実施（7月31日～8月2日）

10月　マイナンバー制度が施行

	12月 育英会設立45周年記念、漁船海難遺児と母の文集「父の背中」発刊
2016年 （平成	28年） 	 7月 奨学生・保護者交流活動「2016ふれあい旅行」を群馬県渋川市において

実施（7月29日～31日）
		4月　熊本地震発生

2017年 （平成	29年） 	 7月 奨学生・保護者交流活動「2017ふれあい旅行」を山梨県笛吹市において
実施（7月28日～30日）

		1月　ドナルド・トランプ氏第45代米大統領に就任

2018年 （平成	30年） 	 7月 奨学生・保護者交流活動「2018ふれあい旅行」を静岡県伊豆長岡・沼津に
おいて実施（7月27日～29日）

		2月　平昌オリンピック開催　日本過去最多13個の
							 		メダルを獲得

2019年 （平成	31年） 	 4月 学資給与の対象に大学生等を加える。月額50,000円、入学記念品贈呈
額150,000円（但し、平成31年度大学等入学者から適用）

		5月　皇太子徳仁親王が天皇に即位　令和へ改元

（令和元年） 	 7月 奨学生・保護者交流活動「2019ふれあい旅行」を栃木県鬼怒川・日光にお
いて実施（7月26日～28日）

		9月　ラグビー第９回ワールドカップ（Ｗ杯）日本大会開催

育英会50年の歴史（3）

□■ 50年で迎えた奨学生は約12,700名
　漁船海難遺児育英会は、漁業従事中に海難等の
事故により犠牲となった方の子どもたちが、将来社会
に役立つ人材に成長してくれることを願い、学資の給
与・奨学金の貸与等の育英事業を通じて励ますことを
目的として、1970年（昭和45年）に設立されました。
　設立当初は、小・中学生に対する学資の給与制度
からスタートした育英事業も、現在では幼児から大学
生までを対象に一貫した制度として整備され、2019年

（平成 31年）4月からは全ての対象が返済を伴なわ
ない学資給与事業へ一本化されました。
　奨学生の推移を見ますと、設立初年度には約2,600
名を採用し、1973年（昭和48年）のピーク時では約
4,000名の奨学生数となり、以降、1976年（昭和51年）

水色の羽根募金
現在、全国には約200名の奨学生がいます。
海難遺児たちに、奨学金を送金するため、
温かいご支援をお願いいたします。

私は小学生が
卒業するまでの
6年間にするわ

私は大学生1人分として
4年間、月々○○円
送金しよう

奨学生

その他育英に必要な事業
※機関紙「育英会だより」年 4回発行
※奨学生・保護者交流活動「ふれあい旅行」の実施
※「漁船海難遺児と母の文集」発行
※その他調査、普及事業

学資給与事業

大学生高校生中学生小学生幼 児

学資給与金
（月額）

入学記念品

12,000円 13,000円 24,000円 30,000円 50,000円

＿

＿ ＿ ＿ ＿

70,000円 50,000円 50,000円 150,000円

70,000円卒業記念品
海難遺児の親代わり・応援団として、
定期的継続ご寄附をしていただく仕組み
です。金額・時期・回数・期間は何の
制約もございません。支援者の皆様には
機関紙「育英会だより」等お送りします。

励ましおじさん･おばさん

育英基金
（運用収入を含む）

□■ 漁船海難遺児育英事業のしくみ

には 3,000 名、1982 年（ 昭和 57 年）には 2,000名、
1995年（平成7年）には1,000名と減少傾向で推移し、
現在では約200名の奨学生数となっております。なお、
設立から2020年（令和2 年）3月までに延べ 12,711
名の奨学生が学窓を巣立っていきました。
　また、育英事業費については、2019 年（平成31年）
4 月より学資給与事業へ一本化されましたが、設立か
ら2020年（令和2年）3月までに学資給与事業（学資
給与金・入学卒業記念品）として奨学金 3,603 百万
円の給付、奨学金貸与事業（入学一時金含む）とし
て奨学金 1,816 百万円の貸与、事業費合計で 5,419
百万円の支援を行ってまいりました。

育英会のあらまし
漁船海難遺児
育英会

50th
漁船海難遺児
育英会

50th
日本および世界の主な出来事
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138,571.5138,571.5

93,26593,265

50,77550,775

144,040144,040

94,91094,910

51,72551,725

146,635146,635

92,73492,734

53,39053,390

146,124146,124

91,82491,824

46,54546,545

138,369138,369

82,66882,668

52,86052,860

135,528135,528

74,87074,870

74,14074,140

149,010149,010

90,72290,722

80,40080,400

171,122171,122

85,34285,342

79,66079,660

165,002165,002

76,35276,352

84,48084,480

160,832160,832

137,326137,326

65,30065,300

202,626202,626

127,446127,446

67,88567,885

195,331195,331

117,354117,354

69,97069,970

187,324187,324

106,108106,108

70,40070,400

176,508176,508

93,65093,650

68,83568,835

162,485162,485

84,68084,680

59,06559,065

143,745143,745

99,85299,852

51,69551,695

151,547151,547

94,95694,956

51,52551,525

146,481146,481

83,67883,678

43,50043,500

127,178127,178

75,69575,695

38,90038,900

114,595114,595

70,04270,042

37,67537,675

107,717107,717

61,97761,977

37,44037,440

99,41799,417

57,52757,527

31,02531,025

88,55288,552

52,64252,642

24,86024,860

77,50277,502

47,29047,290

24,67024,670

71,96071,960

73,55173,551

24,61824,618

98,16998,169

71,64071,640

17,30017,300

88,94088,940
79,69079,690

16,90016,900

96,59096,590

75,20075,200

20,30020,300

95,50095,500

70,10870,108

19,85019,850

89,95889,958

67,32267,322

18,80018,800

86,12286,122

61,45861,458

18,25018,250

79,70879,708

58,62958,629

17,00017,000

75,62975,629

53,22253,222

12,20012,200

65,42265,422

49,64049,640

13,40013,400

63,04063,040

80,03880,038
80,03880,038

奨学金貸与合計学資給与合計 総合計

大学生等高校生等中学生小学生幼　児
※奨学生実数は給与･貸与の合算となっております。
※奨学生実数には特別支援学生が含まれております。

（単位：人）

（単位：千円）

▋年度別奨学生実数・育英事業費の推移

▋都道府県別奨学生数 2020年3月31日現在（単位：人）

都道府県名
北
海
道

青

森

岩

手

宮

城

秋

田

山

形

福

島

茨

城

栃

木

千

葉

東

京

神
奈
川

新

潟

富

山

石

川

静

岡

愛

知

福

井

三

重

京

都

大

阪

兵

庫

和
歌
山

鳥

取

島

根

岡

山

広

島

山

口

徳

島

香

川

愛

媛

高

知

福

岡

福
岡
有
明

佐
賀
玄
海

佐
賀
有
明

長

崎

大

分

熊

本

宮

崎

鹿
児
島

沖

縄

合

計

給与奨学生

卒業生 1,489 771 780 759 86 203 331 130 4 200 34 65 192 125 226 254 97 52 159 45 29 205 133 121 203 33 44 376 136 89 204 244 197 10 62 21 756 153 69 216 298 78 9,679 

在学生

幼児 ─ 1 ─ 1 ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 1 ─ 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 6 

小学生 12 ─ 3 2 ─ ─ 5 ─ ─ 5 ─ 2 ─ ─ ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ 1 3 2 ─ ─ ─ ─ ─ 1 1 1 ─ ─ ─ ─ 3 ─ 4 ─ ─ 1 47 

中学生 8 ─ 5 3 ─ ─ 6 ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ ─ 3 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ ─ 2 ─ 2 1 1 1 35 

高校生等 5 2 7 4 ─ ─ 9 3 ─ 3 ─ 1 2 ─ ─ ─ ─ ─ 1 ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ 1 ─ ─ 1 1 ─ 1 1 3 ─ 7 ─ 2 2 3 1 61 

大学生等 10 ─ 8 3 ─ ─ 5 ─ ─ 2 ─ ─ 2 ─ 1 ─ ─ ─ 1 ─ ─ 4 1 1 ─ 1 ─ 2 1 1 3 1 ─ 2 1 ─ 2 ─ ─ 4 4 ─ 60 

小計 35 3 23 13 0 0 26 3 0 11 0 3 4 0 1 1 2 1 2 0 0 6 7 3 0 1 1 2 1 3 6 3 1 3 4 0 14 0 8 7 8 3 209 

合計 1,524 774 803 772 86 203 357 133 4 211 34 68 196 125 227 255 99 53 161 45 29 211 140 124 203 34 45 378 137 92 210 247 198 13 66 21 770 153 77 223 306 81 9,888 

貸与奨学生 卒業生 337 220 254 165 18 58 95 27 6 38 15 29 31 35 61 52 35 29 55 14 10 68 38 42 54 20 18 183 60 62 78 65 49 9 9 11 201 46 16 78 91 41 2,823 

総合計 1,861 994 1,057 937 104 261 452 160 10 249 49 97 227 160 288 307 134 82 216 59 39 279 178 166 257 54 63 561 197 154 288 312 247 22 75 32 971 199 93 301 397 122 12,711 

＊卒業生には中退・中途辞退者を含みます。＊貸与奨学生の卒業生には高校生等（2008年度廃止）の人数も含みます。
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▋漁船事故隻数と死者・行方不明者数の推移
0 200 400 600 800（人）
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海難によらない人身事故（単位：人）

海難事故（単位：人）

（隻）0 250 500 750 1000

漁船海難事故隻数（単位：隻）
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 240 294

 367 370

 249 323

 290 281

 235 283

 234 271

 265 258

 281 259

 199 298

 161 297

 199 285

 176 250

 126 280

 157 240

 173 226

 175 192

 178 225

 140 186

 163 216

 120 186

 131 186

 119 174

 117 185

 118 171

 86 162

 94 137

 111 143

 92 138

 101 157

 126 154

 73 148

 82 130

 87 146

 58 167

 67 142

 59 149

 50 118

 96 134

 68 145

 57 109

 64 102

 55 126

 39 104

 65 112

 24 100

 36 94

 45 95

 26 95

 36 104

 911

 948

 804

 840

 912

 993

 856

 921

 932

 995

 809

 892 

 795

 732

 812

 707

 880

 651

 646

 596
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 630
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539

510

1004

1013

▋育英事業水準の推移 （単位：円）

年度
給与 貸与

月額 記念品 月額 入学一時金
幼児 小学校 中学校 高校等 大学等 小学入学 中学入学 中学卒業 高校等入学 大学等入学 高校等 大学等 高校等 大学等

1970 500 1,000
1971 2,000 1,000
1972
1973
1974 貸与金

へ移行
3,000

1975
1976 1,000 1,500 2,000
1977 廃止
1978 5,000 5,000

or
7,0001979 2,000 2,500 15,000

1980 4～5歳児
対象

3,000
3,000 3,500 30,000 10,000

1981 100,000
1982 4,000 4,000 4,500
1983 5,500
1984 4,500 4,500 6,000
1985 3～5歳児

対象
5,000

5,000 10,000 15,000
1986 7,000
1987 6,000 6,000
1988 8,000
1989 20,000
1990 40,000 400,000

以内1991 8,000 8,000 10,000 20,000
1992
1993
1994 10,000 10,000 12,000 12,000 50,000 30,000 50,000 15,000 50,000 500,000

以内1995
1996
1997
1998
1999
2000 11,000 12,000 15,000 17,000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009 12,000 13,000 24,000 30,000 70,000 50,000 70,000 50,000 廃止 廃止
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019 50,000 150,000 廃止 廃止
2020

※海上保安庁統計資料より作成


